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10月1日に北京から新千歳空港に到着した旅客の携帯品から収去した豚肉
ソーセージについて、18日に動物検疫所においてアフリカ豚コレラ(ASF)の
遺伝子検査(PCR)を実施したところ、ASFウイルスの遺伝子が確認されました。

なお、19日にシークエンスを実施したところ、現在までに中国、ポーランド、
エストニア、ロシア及びジョージアで分離された株と100%一致し、これらの
株と近縁であることが明らかとなっています。

今後は農研機構 動物衛生研究部門においてウイルス分離を実施し、感染力の
あるウイルスが存在するかを確認します(結果は2～4週間後)。

□飼養衛生管理基準の再確認
□発生地域への海外渡航の自粛
□農場出入り車両及び人の消毒の徹底
□肉を含む可能性がある食品残さを餌として
利用する場合は適切な加熱処理を行う

□野生動物を農場へ侵入させない
□死亡豚と野生動物との接触防止、家畜が死亡した際は処理
するまでの間、野生動物に荒らされないように保管する

☆☆☆☆☆☆☆飼養衛生管理の再徹底を！☆☆☆☆☆☆☆

中国では引き続き、アフリカ豚コレラが発生しております。
（10月22日現在で55か所)

飼養衛生管理を徹底することは、ウイルス侵入防止に有効な手段です！
豚の健康状態には常に注意し、少しでも疑わしい症状があれば、

速やかに獣医師や家畜保健衛生所に連絡をお願いします！

中国からの旅客の携帯品から
アフリカ豚コレラウイルス遺伝子が

検出されました！



豚の健康状態には常に注意し、疑わしい症状があればすぐ獣医師や家畜保健衛生所に連絡を！

東部家畜保健衛生所 Tel.0475-52-4101 
※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください

岐阜県における野生いのししの
豚コレラ検査結果

岐阜県において捕獲及び死亡した野生いのししにつ

いて、10月22日現在で205頭(うち死亡個体35頭)を

検査し、35頭の陽性が確認されています。

※千葉県を含む31府県（岐阜県除く)では、91頭を

検査し、全て陰性でした。

今後も引き続き、野生イノシシの検査は行われます。

【豚コレラ・アフリカ豚コレラに有効な消毒薬】

・豚コレラ
次亜塩素酸ナトリウム、逆性石鹸(パコマ、アストップなど)

など一般的な消毒薬で効果が得られます。
また、ウイルスは酸性や強アルカリ域では不安定となるため、

生石灰(酸化カルシウム)、消石灰(水酸化カルシウム)、苛性
ソーダ(水酸化ナトリウム)といったアルカリ消毒剤も有効です。

・アフリカ豚コレラ
豚コレラと同じく、次亜塩素酸ナトリウム、逆性石鹸(パコ

マ、アストップなど)など一般的な消毒薬で効果が得られます。
炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、界面活性剤、市販のビ

ルコンも有効です。






